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天塩町は「シェアリングシティ」に認定されています

≪今号の内容≫
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自
衛
隊
に
よ
る
防
災
訓
練

　

留
萌
駐
屯
地
の
陸
上
自
衛
隊
第
26
普
通
科
連

隊
（
以
下
、
留
萌
自
衛
隊
）
に
よ
る
防
災
訓
練

が
９
月
18
日
に
運
動
公
園
多
目
的
広
場
に
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
萌
管
内
で
の
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
今
回
の
訓
練
で
は

展
示
が
主
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
佐
々
木
町
長
は
「
迅
速
な
災
害
対

応
の
た
め
に
は
、
警
察
や
消
防
も
含
め
た
実
効

性
の
あ
る
訓
練
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

訓
練
を
は
じ
め
と
し
て
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防

と
連
携
し
、
段
階
を
踏
ん
で
規
模
を
拡
大
し
、

留
萌
管
内
の
防
災
訓
練
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

開
始
式
後
、
人
命
救
助
訓
練
が
披
露
さ
れ
、

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
を
想
定
し
て
、
家
屋
の

壁
に
穴
を
開
け
、
要
救
助
者
を
助
け
る
よ
う
す

を
警
察
・
消
防
や
天
塩
小
学
校
の
児
童
、
一
般

町
民
約
80
名
が
見
守
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
助
訓
練
の
あ
と
、
土
の
う
作
成
体
験
、
災

害
救
助
で
活
躍
す
る
油
圧
カ
ッ
タ
ー
や
救
護
用

の
包
帯
な
ど
訓
練
備
品
の
展
示
や
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
展
示
さ
れ
る
予
定
の
仮
設
風
呂
は
停

電
被
害
が
続
く
千
葉
県
へ
災
害
派
遣
の
た
め
展

示
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
自
衛
隊
・
町
・
警
察
・
消
防
で
の
災

害
対
応
へ
の
連
携
を
強
化
の
た
め
、
５
年
間
で

訓
練
規
模
を
拡
大
す
る
予
定
で
、
次
年
度
に
は

図
上
訓
練
を
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

留
萌
管
内
初
の
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
訓
練
が
実
施



3

こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

野菜、食べていますか？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課
ふ
れ
あ
い
係

☎
（
２
）
１
７
２
８

　

野
菜
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
を
多
く
含
み
、
数
多
く
の
研
究
結

果
か
ら
「
野
菜
を
多
く
食
べ
る
人
は
脳
卒

中
や
心
臓
病
、
あ
る
種
の
が
ん
等
の
発
症

率
が
低
い
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
健
康
に
良
い
と
理
解
し
て
い

て
も
、
意
識
し
な
け
れ
ば
十
分
な
量
を
摂

取
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
や
家

族
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に

も
、
食
事
の
前
菜
と
し
て
“野
菜
の
お
か

ず
を
プ
ラ
ス
１
品
〟
の
習
慣
を
身
に
つ
け

た
い
で
す
ね
。

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
平
成
29

年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
を
見
る

と
、
野
菜
摂
取
量
の
平
均
値
は
２
８
８
．

２
ｇ
で
あ
り
、
男
女
別
に
見
る
と
男
性

２
９
５
．４
ｇ
、女
性
２
８
１
．９
ｇ
で
す
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
男
性
で
は
30
歳
代
、

女
性
で
は
20
歳
代
で
最
も
少
な
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

天
塩
町
の
健
診
受
診
者
の
実
態
を
見
る

と
、
野
菜
を
１
日
２
回
摂
取
し
て
い
る
人

は
約
５
割
。
１
日
３
回
摂
取
し
て
い
る
人

は
、
ど
の
年
代
も
１
～
２
割
と
摂
取
回
数

が
少
な
い
状
況
で
す
。

★
噛
む
力
を
保
ち
、
筋
肉
や
脳
に
刺
激
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る

★
野
菜
が
腸
の
壁
に
へ
ば
り
つ
き
、
糖
や

油
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
穏
や
か

に
す
る

★
食
物
繊
維
が
腸
内
細
菌
に
エ
サ
と
な
り

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

★
余
剰
な
尿
酸
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体
外
に

排
泄
す
る

★
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
が
、
活
性
酸
素

や
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
血
管
内
皮
の
炎

症
を
防
ぐ

★
便
利
な
カ
ッ
ト
野
菜
や
冷
凍
野
菜
等
を

電
子
レ
ン
ジ
で
温
野
菜
に
！

★
葉
物
野
菜
は
キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
で
切
り

取
り
、
ス
ー
プ
や
炒
め
物
に
！

★
好
み
の
野
菜
を
ま
と
め
て
切
り
分
け
、

保
存
袋
に
入
れ
て
冷
凍
ス
ト
ッ
ク
野
菜

に
！

★
ツ
ナ
缶
や
さ
ば
缶
、
塩
昆
布
な
ど
保
存

食
品
を
使
っ
て
簡
単
な
和
え
も
の
に
！

　

野
菜
を
簡
単
に
食
べ
る
工
夫
を
ま
と
め

た
“ベ
ジ
ノ
ー
ト
”
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【年代別目標量（栄養素を充足する目安量）】
※ただし、カリウム制限のある方は食べ方に注意する必要があります。

緑黄色野菜 淡色野菜 野菜全体量
１～ 2歳児 ６０ｇ ７０ｇ １３０ｇ
5歳児 １００ｇ １４０ｇ ２４０ｇ
小学生 １５０ｇ ２００ｇ ３５０ｇ
中学生 ２００ｇ ２５０ｇ ４５０ｇ
高校生 ２００ｇ ３００ｇ ５００ｇ
大　人 １５０ｇ ２５０ｇ ４００ｇ
妊　婦 ２５０ｇ ２５０ｇ ５００ｇ

◆
野
菜
摂
取
の
現
状

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
必
要
な
量

は
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
！

◆
野
菜
の
目
標
摂
取
量
は
？

◆
野
菜
の
健
康
効
果

◆
野
菜
プ
ラ
ス
１
品
!!

　  

ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
い
い
の
？

◆
野
菜
の
チ
カ
ラ
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【問い合わせ先】天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

病
院
だ
よ
り

病院だより No.34

『風邪ですか !? からだに美味しいレシピ』

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
体
調
を
崩
す

方
い
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
、
た
ん
ぱ
く
質

と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ(

以
下
Ｖ･

Ｃ)

を
摂
る

よ
う
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
必

要
な
の
か
、
体
内
で
の
代
謝
を
知
る
こ

と
で
納
得
で
き
ま
す
。

★
免
疫
細
胞
の
材
料
と
な
る
た
め
必
要

量
が
増
す

　

免
疫
の
仕
組
み
は
複
雑
な
た
め
本
紙

の
ス
ペ
ー
ス
で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
免
疫
細
胞
を

「
戦
士
」
と
例
え
ま
す
。
そ
の
戦
士
の

か
ら
だ
は
た
ん
ぱ
く
質
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
戦
う
た
め
に
次
々
と
戦
士
を
必

要
と
す
る
た
め
、
い
つ
も
以
上
に
要
求

さ
れ
る
の
で
す
。
た
ん
ぱ
く
質
と
い
っ

て
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
卵
で
す
か
？
コ
ラ
ー
ゲ
ン
？
ア
ミ

ノ
酸
？
す
べ
て
正
解
で
す
。
た
ん
ぱ
く

質
と
は
総
称
で
、
左
図
の
通
り
、
分
子

量
の
大
き
さ
で
呼
称
が
変
わ
る
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。
腸
で
吸
収
で
き
る
大
き

さ
ま
で
分
解
さ
れ
た
ア
ミ
ノ
酸
は
、
戦

士
の
か
ら
だ
を
築
く
た
め
に
コ
ラ
ー
ゲ

ン
に
再
合
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は

Ｖ･

Ｃ
が
不
可
欠
な
成
分
と
な
っ
て
い

ま
す
。
余
談
で
す
が
、
Ｖ･

Ｃ
が
不
足

し
て
い
る
状
態
で
は
い
く
ら
高
い
コ

ラ
ー
ゲ
ン
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
れ
て
も
肌

の
ハ
リ
は
向
上
し
ま
せ
ん
。

★
ス
ト
レ
ス
に
勝
つ
た
め
消
費
さ
れ
る

　

ウ
イ
ル
ス
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
す

る
く
し
ゃ
み
や
発
熱
は
体
に
と
っ
て
大

き
な
ス
ト
レ
ス
で
す
。
そ
れ
に
負
け
じ

と
副
腎
と
い
う
臓
器
か
ら
抗
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
て
対
抗
し
よ
う
と

し
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
た
ん
ぱ

く
質
と
Ｖ･

Ｃ
を
材
料
に
作
ら
れ
る
た

め
、
要
求
量
は
増
大
し
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
栄
養
素
は
ど
ち
ら
が
不
足
し
て
い

て
も
本
来
の
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

体
調
が
お
か
し
い
な
と
感

じ
た
ら
、
早
め
に
た
ん
ぱ

く
質
を
含
む
食
材
（
肉
・

魚
・
豆
・
卵
な
ど
）
と
Ｖ･

Ｃ(

野
菜
・
果
物
な
ど)
を

摂
る
よ
う
に
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
し
て
免
疫
機

能
が
働
き
や
す
い
よ
う
に

休
養
し
ま
し
ょ
う
。
消
化

の
負
担
と
な
ら
な
い
も
の

を
食
べ
、
安
静
を
保
つ
こ
と
で
ほ
と
ん

ど
の
風
邪
は
回
復
し
ま
す
。

～
た
ん
ぱ
く
質
の
選
び
方
～

　

た
ん
ぱ
く
質
の
消
化
吸
収
に
は
代
謝

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
り
ま
す
。
体
力
の

消
耗
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
よ
り
小
さ
な

形
で
摂
取
し
た
方
が
理
想
的
で
す
。
で

は
ア
ミ
ノ
酸
飲
料
を
飲
め
ば
い
い
の
で

は
？
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
工
的

に
作
ら
れ
た
ア
ミ
ノ
酸
は
肝
臓
の
負
担

と
な
る
為
、
体
調
不
良
の
時
に
は
お
勧

め
で
き
ま
せ
ん
。
分
子
が
よ
り
小
さ
く

天
然
の
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
材
…
ゼ

ラ
チ
ン
が
最
適
だ
と
考
え
ま
す
。
風
邪

の
時
に
ゼ
リ
ー
を
食
べ
た
く
な
り
ま
せ

ん
か
？
水
分
・
糖
質
も
含
ま
れ
、
良
質

な
も
の
は
ビ
タ
ミ
ン
類
を
含
み
ま
す
。

自
然
と
体
が
必
要
な
も
の
を
要
求
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

～
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
注
意
～

　

戦
士
は
徐
々
に
戦
闘
力
の
高
い
者
が

現
れ
ウ
イ
ル
ス
を
撃
破
す
る
の
で
、
継

続
的
な
補
給
が
必
要
で
す
。
一
度
に
た

く
さ
ん
摂
っ
て
も
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
な

い
の
で
、
こ
ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
揚
げ
物
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
は

体
内
で
酸
化
物
質
と
み
な
し
、
無
害
化

す
る
た
め
に
Ｖ･

Ｃ
が
消
費
さ
れ
る
の

で
厳
禁
で
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
時
み
か

ん
を
お
見
舞
い
に
持
っ
て
き
て
く
れ
る

方
、
大
正
解
で
す
‼
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

Ｖ･

Ｃ
は
合
成
ア
ス
コ
ル
ビ

ン
酸
で
、
天
然
に
比
べ
る

と
吸
収
率
は
半
分
ほ
ど
で

す
。
思
っ
た
ほ
ど
利
用
効

率
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

≪材料（３人前）≫	
鶏手羽先（手羽元）･･･ ６本
長ネギ ･･･ 1/2 本
生姜 ･･･ 20 ｇ
ニンニク ･･･ ２片
水 ･･･ 1000ml
米 ･･･ 40g 
酒 ･･･ 大さじ２
塩 ･･･ 小さじ２	 　　　　

■作り方	
①長ねぎは斜め切り、生姜は千切りに、ニンニクは包丁の腹でつぶします。
②包丁で鶏手羽に切り込みを入れます（コラーゲンがよく出る）
③鍋に材料を加えて中火で煮立て、ときどきアクをすくいます。
④コトコト 40 分ほど煮込み、米が柔らかくなっていたら完成。

★米は底にくっつきやすいので時々まぜてね！
★小さなお子様には身をほぐして骨をとってあげると good ！ 

手羽先はコラーゲンを豊富に含みます。火を通した生姜に含まれるショウガオールが体
を温め、ネギのアリシンは戦士達の士気レベルを上げてくれます！ネギは青い部分を使
うとＶＣが多く、汁ごと頂くので栄養素を余す事なくいただけます。消化の負担も少な
く水分補給ともなる一品です。

☆オススメ料理☆

サムゲタンスープ
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日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

10 月 27 　　　28 　　　29 　　　30 　　　31 　　　 １ 　　　 ２
〇こども園お遊戯会

《文化の日》     ３《振替休日》     ４ 　　　 ５ 　　　 ６ 　　　 ７ 　　　 ８ 　　　 ９
〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
■定期健康相談・物
忘れ相談

[ 天塩町役場 ]
10 時～ 16 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
●運転免許更新時講
習

［社会福祉会館］
・初回 10 時
・優良 13 時
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

■はまなす学園大学 ■子宮がん検診・乳
がん検診

［ふれあいセンター］

　　　10 　　　11 　　　12 ★町内回覧日13 　　　14 　　　15 　　　16
〇雄信内保育所開放
日
〇あいあいクラブ
［雄信内保育所］

10 時～ 12 時

〇子ども園開放日
〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時

　　　17 　　　18 　　　19 　　　20 　　　21 　　　22《勤労感謝の日》  23
〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

〇あいあいクラブプ
チ相談日
〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時
★はつらつクラブ

13 時～ 15 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★いきいきサロン
[雄信内老人憩の家]

10 時～ 14 時
✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

〇託児の日
［ふれあいセンター］
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

　　　24 　　　25 　　　26 ★町内回覧日27 　　　28 　　　29 　　　30
✚眼科外来

受付９時～ 14 時
〇あいあいクラブ
［雄信内保育所］

10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★いきいきサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

■巡回献血
〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

■巡回献血
〇５歳児健診
12 時 30 分～ 13 時
〇乳児健診

12 時 50 分～
13 時 20 分

✚小児科外来
受付９時～ 16 時

令和元年　 　月町民カレンダー 11

・日程は変更となる場合がありますので、ご確認ください。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・11 月の回覧日は、13 日及び 27 日です。
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ　日ごろより、当町の上下水道事業の運営につきましては、特段のご

理解とご協力をいただきまして誠にありがとうございます。 
　このたび、令和元年 10 月１日より消費税率が改定されることにと
もないまして、今後も安定した施設などの維持管理に努め、健全な上
下水道経営を推進していくため、次のとおり料金改定を行うことにな
りました。 
　つきましては、ご利用の皆さまには大変なご負担をおかけいたしま
すが、これからもさらなる経営の効率化や経費の節減など、一層の経
営努力を行ってまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

料金

用途

基本料（１ヶ月につき） 超過料金
※（）内改定前基本水量 料金

※（）内改定前
一般用

使用水量 8 ㎥まで 2,224 円
（2,120 円）

278円
（265 円）

営業用
使用水量 1 0 ㎥まで 2,780 円

（2,650 円）
278円
（265 円）

団体用
使用水量 2 0 ㎥まで 5,560 円

（5,300 円）
278円
（265 円）

工場用
使用水量 2 0 ㎥まで 5,560 円

（5,300 円）
278円
（265 円）

町内会館
使用水量 5 ㎥まで 1,390 円

（1,325 円）
278円
（265 円）

工事その他一時用
使用水量 1 ㎥まで 525円

（500 円）
525円
（500 円）

浴場用
使用水量 300 ㎥まで 17,200 円

（16,400 円）
278円
（265 円）

営農用
使用水量 2 0 ㎥まで 5,560 円

（5,300 円）
168円
（160 円）

口径別 基準 貸付使用料
※（）内改定前

13 ㎜ １ヶ月につき 399円
（380 円）

20 ㎜ １ヶ月につき 462円
（440 円）

● 水道料金表（令和元年１０月以降）
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【水道使用料金（口径13㎜）】
◆基本料金（8 ㎥） ＝ 2,120 円
◆超過料金（12 ㎥） ＝ 3,180 円
◆メーター使用料 ＝ 380 円

使用料金　計 5,680 円
【下水道使用料金】
◆基本料金（8 ㎥） = 1,600 円
◆超過料金（12 ㎥） ＝ 2,400 円

使用料金　計 4,000 円

【上下水道使用料金　合計】
9,680 円

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

● 下水道料金表（令和元年１０月以降）

種別
基本料（１ヶ月につき） 超過料金
水量 料金

※（）内改定前 水量 料金
※（）内改定前

一般用の汚水 8 ㎥ 1,680 円
（1,600 円） １ ㎥ 210円

（200 円）

営業用の汚水 1 0 ㎥ 2,100 円
（2,000 円） １ ㎥ 210円

（200 円）

団体用の汚水 1 0 ㎥ 2,100 円
（2,000 円） １ ㎥ 210円

（200 円）

浴場用の汚水 1 0 ㎥ 2,100 円
（2,000 円） １ ㎥ 210円

（200 円）

臨時用の汚水 1 ㎥ 420円
（400 円） １ ㎥ 420円

（400 円）

◆ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
　 水 道 に 関 し て　➤　建設課水道係　　☎内線２５３又は２５４
　下水道に関して　➤　建設課下水道係　☎内線２５５又は２５６

【水道使用料金（口径13㎜）】
◆基本料金（8 ㎥） = 2,120 円
◆超過料金（12 ㎥） ＝ 3,180 円
◆メーター使用料 ＝ 380 円

使用料金　計 5,680 円
【下水道使用料金】
◆基本料金（8 ㎥） = 1,600 円
◆超過料金（12 ㎥） ＝ 2,400 円

使用料金　計 4,000 円

【上下水道使用料金　合計】
10,159 円

【改定にあたって】
※上下水道ともに、10 月使用分から適用されることとなり 11 月請求分から新料金でご請
求させていただきます。
※年２回の検針地区にお住まいの皆様につきましては、今回の料金改定に伴い、旧料金と
の区別をつけるため、10 月に検針を行いますのでご了承願います。

旧

新

■４人家族で比較すると ･･･
　　※一般用・20㎥使用で算出

新料金では 479 円
増額となります。
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◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
留
萌
保
健
所
企
画
総
務
課

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
８
３
２
６

掲載を希望される方へ

  １２月号へ掲載を希望する

   方 は、１１月１３日（水）

   までにお知らせください

総務課企画広報係

マ
チ
の
伝
言
板

保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と

な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に

最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
３
８
３
３

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
稚

内
）

☎
０
１
６
２
（
３
４
）
１
１
２
０

日
本
型
直
接
支
払

制

度

２

号

事

業

　

天
塩
町
で
は
、
社
会
的
条
件
の
不
利

な
地
域
振
興
五
法
の
指
定
を
受
け
た
地

域
を
対
象
に
、
荒
廃
農
地
の
増
加
等
に

よ
り
多
面
的
機
能
が
低
下
し
て
い
る
中

山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
農
業
生
産
の

維
持
を
図
り
つ
つ
多
面
的
機
能
を
確
保

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
交
付
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
活
動
期
間
及
び
組
織
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
～
令
和
元
年
度
ま

で
を
第
４
期
と
し
て
、
２
つ
の
集
落
協

定
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
試
験
科
目

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及

び
身
体
検
査

■
試
験
日
程

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
合
格
発
表

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
入
隊
時
期

採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
２
７
２
１

総
務
課
企
画
広
報
係

☎
内
線
２
７
１

労

働

保

険

適

用

促

進

強

化

機

関

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続
事
業

の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た
主
要
課
題

と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
11
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、

集
中
的
に
広
報
活
動
を
展
開
し
、
労
働

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）、
貯
金
事
業
、
貸
付

事
業
、
物
資
販
売
事
業
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
２
７
２
１

総
務
課
企
画
広
報
係

☎
内
線
２
７
１

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

　

自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
ヵ
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任

期
制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
ヶ
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
ヶ
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
ヶ
月
を
１
任
期
（
２
人
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
ヵ
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
受
付

者・
受
付
期
間

令
和
元
年
11
月
１
日
～
令
和
２
年
１
月

６
日

・
試
験
日

［
１
次
試
験
］

令
和
２
年
１
月
18
日

［
２
次
試
験
］

令
和
２
年
１
月
31
日
～
２
月
３
日
の
い

ず
れ
か
１
日

・
合
格
発
表
日

［
１
次
試
験
合
格
発
表
］

令
和
２
年
１
月
24
日

［
最
終
合
格
発
表
］

令
和
２
年
２
月
14
日

■
生
徒
の
待
遇

・
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員

・
手
当

生
徒
手
当
月
額
10
万
２
５
０
０
円

※
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在

・
期
末
手
当

年
２
回
（
６
月
、
12
月
）

・
衣
食
住

全
員
が
駐
屯
地
で
生
活
し
、
宿
舎
は
無

料
で
、
食
事
・
被
服
類
・
寝
具
に
つ
い

て
は
、
支
給
ま
た
は
貸
与

・
休
日
及
び
休
暇

週
休
２
日
制
、
祝
日
・
年
末
年
始
休
暇

等・
医
療
施
設

自
衛
隊
病
院
、
駐
屯
地
医
務
室

・
福
祉
厚
生

防
衛
省
共
済
組
合
（
宿
舎
、
野
球
場
、

陸
上
自
衛
隊
工
科

学

校

生

徒

募

集

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高

機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品

を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る

た
め
に
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対

象
に
採
用
し
ま
す
。

(1)
推
薦

・
応
募
条
件

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著

な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き

る
者

・
受
付
期
間

令
和
元
年
11
月
１
日
～
11
月
29
日

・
試
験
日

令
和
２
年
１
月
５
日
・
６
日
の
い
ず
れ

か
１
日

・
合
格
発
表
日

令
和
２
年
１
月
16
日

(2)
一
般

・
応
募
条
件

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
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マ
チ
の
伝
言
板

な

く

そ

う
！

望
ま
な
い
受
動
喫
煙

　

健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
っ
て
ほ
と

ん
ど
の
施
設
が
原
則
屋
内
禁
煙
に
な

り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
方
が
受
動
喫

煙
に
合
う
機
会
は
大
き
く
減
少
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
健
康
へ
の

影
響
が
大
き
い
、
子
ど
も
や
患
者
の
方

に
特
に
配
慮
し
、
よ
り
一
層
の
健
康
リ

ス
ク
の
低
減
を
実
現
す
る
社
会
へ
向
け

た
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

■
学
校
や
医
療
機
関
な
ど
が
原
則
敷
地

内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。（
２
０
１
９
年

７
月
か
ら
）

■
多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設
（
一
般

の
会
社
や
工
場
、
飲
食
店
や
遊
技
場
な

ど
）
が
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

（
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
）

　

類
型
・
場
所
ご
と
に
所
定
の
要
件
に

適
合
す
れ
ば
各
種
喫
煙
室
（
専
用
室
、

可
能
室
、
加
熱
式
た
ば
こ
専
用
室
、
目

的
室
）
の
設
置
が
で
き
ま
す
。
喫
煙
可

能
な
設
備
を
持
っ
た
施
設
に
は
必
ず
、

指
定
さ
れ
た
標
識
の
掲
示
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
未
満
の
方
は
、

た
と
え
喫
煙
を
目
的
と
し
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
一
切
、
喫
煙
エ
リ
ア
へ
は

立
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

jyudokitsuen.m
hlw

.go.jp/

を
参

照
い
た
だ
く
他
、
記
載
の
連
絡
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
留
萌
保
健
所
企
画
総
務
課

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
８
３
２
６

掲載を希望される方へ

  １２月号へ掲載を希望する

   方 は、１１月１３日（水）

   までにお知らせください

総務課企画広報係

の
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

農
林
水
産
課
農
地
整
備
係

☎
内
線
２
３
４

年
末
調
整
・
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

年
末
調
整
の
し
か
た
や
給
与
支
払
い

報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）、
各
種
支
払

調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ご
出

席
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
税
務
署
か
ら

郵
送
す
る
年
末
調
整
の
関
係
書
類
を
会

場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

な
お
、
年
末
調
整
説
明
会
終
了
後
、

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

11
月
20
日
（
水
）

・
年
末
調
整　

13
時
30
分
～

・
軽
減
税
率
制
度　

15
時
30
分
～

■
場
所

道
の
駅
て
し
お　

２
階
多
目
的
室

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

住
民
課
税
務
係

☎
内
線
１
２
８

稚
内
税
務
署

☎
０
１
６
２
（
２
０
）
１
０
０
２

め
、
生
産
性
・
作
業
性
の
向
上
、
農
村

環
境
改
善
、
担
い
手
の
確
保
、
酪
農
体

験
学
習
の
開
催
、
健
康
管
理
へ
の
取
組

な
ど
広
範
囲
に
て
そ
の
効
果
を
発
揮
し

て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

農
林
水
産
課
農
政
係

☎
内
線
２
３
９

農

業

用

た

め

池

の

届

出

制

度

　

農
業
用
た
め
池
の
届
出
制
度
が
令
和

元
年
７
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
な

ど
、
近
年
、
豪
雨
等
に
よ
り
多
く
の
農

業
用
た
め
池
が
被
災
し
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
農

業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す

る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
農
業

用
た
め
池
の
所
有
者
や
管
理
者
の
方

は
、
施
設
管
理
に
関
す
る
情
報
を
天
塩

町
経
由
で
北
海
道
に
届
出
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
法
律
の
施
行
前
に

設
置
さ
れ
た
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
12
月
27
日
ま
で
に
北
海

道
へ
の
届
出
が
必
要
で
、
届
出
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
使
用
し
て
い
る
及
び

使
用
し
て
い
な
い
農
業
用
た
め
池
が
あ

る
場
合
は
、
届
出
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
、
下
記

項目 令和元年度内容
組織名 天塩町集落協定 天塩町畜産集落協定
代表者 加藤　久雄 工藤　敏明
協定期間 平成 27～令和元年度 平成 27～令和元年度
協定参加者 102戸、3法人 5戸、3法人
協定農用地面積 62,371,304 ㎡ 13,414,392 ㎡
交付金額 93,556,955 円 20,121,589 円
国・道 70,167,716 円 15,091,192 円
町費 23,389,239 円 5,030,397 円

交付金使途 93,556,955 円 20,121,589 円
共同取組活動 51,788,596 円 8,048,639 円
農業者配分 41,768,359 円 12,072,950 円

　

農
業
生
産
活
動
と
し
て
、
適
正
な
農

業
生
産
活
動
に
よ
る
耕
作
放
棄
の
防
止

を
図
り
、
排
水
路
・
農
道
の
適
切
な
管

理
及
び
暗
渠
排
水
工
事
に
よ
る
生
産
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
活
動
等
の
草
地
整
備
、
排

水
路
、
農
道
等
の
補
修
・
改
良
が
必
要

と
な
る
位
置
を
図
示
し
、
補
修
・
改
良

に
よ
り
農
用
地
の
適
切
な
保
全
管
理
を

行
い
ま
す
。
牛
舎
消
毒
に
よ
る
防
疫
強

化
、
新
規
就
農
者
や
農
業
実
習
生
の
確

保
、
飼
槽
・
ク
ー
ラ
ー
室
等
の
防
疫
対

策
な
ど
地
域
の
実
情
に
即
し
た
農
業
生

産
活
動
の
ほ
か
、
会
議
開
催
、
研
修
会

へ
の
参
加
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
条
件
不
利
地

で
の
荒
廃
農
地
の
発
生
抑
止
を
は
じ
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マ
チ
の
伝
言
板
／
協
力
隊
通
信

だ
い
た
町
民
の
方
々
に
向
け
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

協
力
隊
や
天
塩
中
学
校
、筑
波
大
学
、

役
場
職
員
の
方
々
な
ど
、
様
々
な
立

場
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た

人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
協

力
隊
に
と
っ
て
、
普
段
な
か
な
か
接

す
る
機
会
の
な
い
中
学
生
や
大
学
生

と
時
間
を
共
有
し
、
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
協
働
で
き
た
こ
と
は
、
と

て
も
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の

中
で
、
何
か
素
敵
な
化
学
反
応
が
起

こ
っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
天
塩
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
年
目
の
久
保

綾
香
で
す
。

　

今
回
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
１

日
に
か
け
て
天
塩
町
で
開
催
し
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
研
修
会
に
つ
い

て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
天
塩
町
内
で
ま
ち
お

こ
し
活
動
を
行
う
か
た
わ
ら
、「
き

た
北
海
道
協
力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
略
称
：
Ｋ
Ｋ
Ｎ
）」
と
い
う
組
織
に

所
属
し
、
天
塩
町
外
で
も
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
Ｋ
Ｋ
Ｎ
で
は
、
北
海
道
、
特

に
道
北
地
域
で
活
動
す
る
現
役
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
自
身
の
活
動

や
任
期
終
了
後
の
未
来
を
よ
り
良
い

も
の
に
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、

協
力
隊
同
士
が
交
流
し
学
び
合
う
た

め
の
研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、
11
回
目
の

開
催
と
し
て
、
天
塩
町
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
研
修
会
を
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
（
今
回
17
名
の
協
力

隊
・
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
・
民
間
団
体
の
方

が
参
加
）。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
天
塩
町
が

筑
波
大
学
（
都
市
計
測
実
験
室
）
と

協
力
隊
通
信

連
携
し
実
施
し
て
き
た「
中
高
大
連
携
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
隊
も
参
加

し
、
中
学
生
や
大
学
生
、
ま
た
天
塩
町

役
場
の
職
員
の
方
々
と
一
緒
に
、
天
塩

町
を
事
例
と
し
た
若
者
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
協
力
隊
は
、
天
塩

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な

「
水
産
業
」、「
交
通
」、「
畜
産
業
」
の

３
つ
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
協
力
隊
の
「
ソ
ト
モ
ノ
」「
ワ
カ

モ
ノ
」
目
線
か
ら
プ
ラ
ン
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
は
、
実
際

に
町
に
出
て
現
場
を
見
て
、
関
係
者
の

方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
な
ど
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
り
上
げ
た
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、
参
加
し
た
中
学
生

や
大
学
生
、
一
般
観
覧
で
お
越
し
い
た

★
成
人
者
名
簿
★　
（
敬
称
略
）

【
男
性
】

（
更
岸
中
央
）
荒

瀬　

愛

斗

（

振

老

）
池

神　

邑

弥

（
新
開
通
９ 

）
荻

原　

崚

介

（

円

山

）
倉

田　

二
千
翔

（
新
地
通
５ 

）NGUYEN DOAN DUNG
（
新
地
通
11
）
佐
々
木　
　

航

（
富
士
見
団
地
）
佐

藤　

嵩

人

（
山
手
裏
通
２ 
）
神

野　

京

介

（
雄
信
内
）
泉

波　

匡

仁

（
新
開
通
９ 

）
田

澤　

元

希

（
み
ど
り
）
田
村　

颯

太

（
雄
信
内
）DANG XUAN KHAI

（
南
開
団
地
）
橋

本　

拓

己

（
新
開
通
10
）PHAM NGOC HOANG

（
北
産
士
）
丸

山　

敬

央

（
西
雄
信
内
）
安
田　

幸

大

【
女
性
】

（
新
川
団
地
）
小

澤　

未

来

（
山
手
通
９ 

）
加

藤　

沙

耶

（
新
栄
通
９ 

）
斉

藤　

千

聖

（
山
手
裏
通
11
）
坂

井　

優

衣

（
東
雄
信
内
）
白

鳥　

友

鈴

（
南
開
団
地
）
園

田　

茉

耶

（
新
栄
通
11
）
中

西　

音

羽

（

南

町

）
中

村　

れ
い
な

（
雄
信
内
）
渡

辺　

真
奈
美

令
和
元
年
天
塩
町
成
人
式
の
ご
案
内

　

令
和
元
年
天
塩
町
成
人
式
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ご
本
人
の
住
民
票
が
天
塩

町
に
な
い
場
合
で
も
、
ご
家
族
が
天
塩

町
内
に
お
住
ま
い
で
し
た
ら
、
天
塩
町

成
人
式
に
出
席
で
き
ま
す
。
出
席
を
ご

希
望
す
る
方
は
、
11
月
13
日
（
水
）
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

■
場
所

社
会
福
祉
会
館

■
対
象
者

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

天
塩
町
教
育
委
員
会

☎
（
２
）
１
０
２
６

地
域
お
こ
し
協
力
隊
研
修
会
を

天
塩
町
で
開
催
し
ま
し
た
！

▲ワークショップに参加した中高生と一緒に記念撮影

▲まちづくりプランを考えた
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▼清掃ボランティアをする天塩フェニックスの選手

天
塩
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
清
掃
ボ
ラ

　

９
月
25
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
天
塩
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
選
手
と

そ
の
保
護
者
ら
約
40
名
が
市
街
地
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
選
手
ら
は
「
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ

る
町
内
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
し
た
い
」
と

毎
年
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

役
場
庁
舎
前
か
ら
出
発
し
て
新
栄
通
や

山
手
裏
通
な
ど
鏡
沼
海
浜
公
園
に
向
か

い
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
道
端
に
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
、
鏡
沼
海
浜
公
園
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
後

の
大
会
（
11
月
開
催
）
に
向
け
、
チ
ー
ム

の
結
束
力
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

マ
チ
の
話
題
（
９
月
11
日
～
10
月
９
日
）

恵
愛
荘
で
敬
老
会
開
催

　

９
月
18
日
、
敬
愛
荘
に
て
敬
老
会
及
び

利
用
者
家
族
親
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
家
族
会
会
長
の
本
間 

久
さ
ん
か
ら
「
皆
さ
ん
は
郷
土
を
愛
し
こ

れ
ま
で
天
塩
町
な
ど
地
域
の
発
展
に
努
め

て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
恵
愛
荘
で
楽

し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
さ
れ
、

佐
々
木
町
長
か
ら
77
歳
、
88
歳
、
１
０
０

歳
以
上
の
９
名
の
方
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

家
族
親
睦
会
で
は
、
天
塩
町
琴
麗
会
に

よ
る
大
正
琴
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、「
も

み
じ
」
や
「
好
き
に
な
っ
た
人
」、「
ソ
ー

ラ
ン
節
」
な
ど
口
ず
さ
め
る
曲
目
も
あ

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

▼大正琴に合わせて利用者とその家族は口ずさんでいた

雄
信
内
で
火
の
用
心
呼
び
か
け

　

雄
信
内
保
育
所
の
児
童
に
よ
る
防
火
歩

行
パ
レ
ー
ド
が
９
月
18
日
に
雄
信
内
市
街

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
防
火
思
想
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
可
愛
い
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
児
童
た
ち
が
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
、
太
鼓
な
ど
を
演
奏
し
な
が
ら
防
火

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
雄
信
内
保
育
所
を
ス
タ
ー
ト

し
、
消
防
組
合
雄
信
内
分
遣
所
ま
で
の

コ
ー
ス
を
行
進
し
て
お
り
、
全
員
が
最
後

ま
で
元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ア
ニ
メ
の
防
火
映
画
を
鑑
賞
し
、
火

遊
び
の
危
険
性
や
災
害
の
恐
ろ
し
さ
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▼パレード終了後に消防車両の前で記念撮影した ▼参加者は台湾餃子を作り交流を深めた

管
内
女
性
集
い
交
流
深
め
る

　

９
月
14
日
、
社
会
福
祉
会
館
に
て
「
第

67
回
留
萌
管
内
女
性
大
会
・
第
62
回
天
塩

町
内
女
性
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約

１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

女
性
大
会
は
、
管
内
に
在
住
す
る
女
性

が
健
康
と
生
き
が
い
作
り
に
つ
い
て
知
識

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
学
習
と
交
流
の

場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
久
保 

綾
香 

さ

ん
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

や
同
協
力
隊
の
慕
正
怡
さ
ん
の
台
湾
餃
子

作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
餃
子
を
手
作

り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
天
塩
町
琴
麗
会
等
に
よ
る

大
正
琴
の
演
奏
や
個
人
・
団
体
等
の
手
作

り
手
工
芸
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。



パソコンやスマート
フォン等でいつでも電
子図書を貸し借りでき
る天塩町電子図書館で
は、町民の方の利用は
無料ですので、ぜひご
利用ください。
※ご利用には、教育委
員会から発行されるＩ
Ｄとパスワードが必要
となります。天塩町電子図書館

サイトＱＲコード

ドライバー・同乗者
申込受付中！

相乗り交通事業を利用しませんか。
お申し込みは、
右記のＱＲコード
または
☎（２）１００１
まで

コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」
に、天塩町公式アカウントを開設して
います。天塩町の情報を発信していき
ますので、ぜひご登録ください。
【友だち追加方法】
ＬＩＮＥアプリの「そ
の他」→「友だち登録」
から「ＩＤ検索」又
は「ＱＲコード」で
追加してください。

広
報
て
し
お
11
月
号
（
N
O
.748）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http//w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/
●

企
画

・
編

集
　

天
塩

町
総

務
課

企
画

広
報

係
（

〒
098-3398　

天
塩

町
新

栄
通

８
丁

目
　

☎
01632-2-1001）

９月末
---人　口 ----------------
３，０２０人 （－ ５）

※（　）内は前月比

㊚１，５１０ 人 （－ ３）

㊛１，５１０ 人 （－ ２）

---世帯数 ----------------
１，５３１世帯（± ０）

ひ

と

の

う

ご

き

ご
厚
志
の
紹
介

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会 

愛
情
銀
行
へ

　
【
香
典
返
し
と
し
て
】

　

山
手
通
９　
　

土

門　

芳

孝　

さ
ん

　

札
幌
市　
　
　

金
　
　

美
樹
夫　

さ
ん

　

埼
玉
県　
　
　

牧

野　

成

子　

さ
ん

　

恵
愛
荘　
　
　

長

能　
　

巴　

さ
ん

　

新
地
通
９　
　

齋

藤　

妙

華　

さ
ん

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
【
恵
愛
荘
へ
】

　

新
開
通
６　
　

本
山　

ケ
イ
子　

さ
ん

　

南
川
口　
　
　

安
川　

好
子　

さ
ん

　

有
限
会
社
マ
ル
タ
ケ　

様

　
【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
】

　

山
手
裏
通
４　

来　

田　

和　

雄　

さ
ん

　

山
手
裏
通
３　

園　

田　

一　

治　

さ
ん

地
域
貢
献
企
業
等
の
ご
紹
介

　

地
域
振
興
の
た
め
、
天
塩
町
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
企
業
等
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
て
し
お
味
覚
ま
つ
り
へ
の
簡
易
ト
イ
レ
設

置
及
び
警
備
員
の
派
遣
等
」
に
対
し
て

興
北
建
設
株
式
会
社　
様

株
式
会
社
瀬
越
組　
様

株
式
会
社
メ
イ
ク　
様

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
急
に
木
尾
ア

ン
が
下
が
り
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
広
報
担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
今
月
よ
り
町
内
回
覧
が
月
２
回
と
な
り
、

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
ご
け
っ
こ
ん

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

★
お
た
ん
じ
ょ
う

（
新
栄
通
２
）

米

田　
昂

平　
さ
ん

高

久　
　

瞳　
さ
ん

（
山
手
通
７
）

工

藤　

蒼あ

お

い生　
さ
ん

昌
也
さ
ん
・
梓
さ
ん 

の
二
男

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

（
山
手
裏
通
５
）

土

門　

芳

松　
さ
ん
（
98
歳
）

（
新
地
通
９
）

齋

藤　

孝

二　
さ
ん
（
80
歳
）

（
恵
愛
荘
）

長

能　

光

治　
さ
ん
（
93
歳
）

（
山
手
通
９
）

牧

野　

き
く
ゑ　
さ
ん
（
91
歳
）

（
山
手
通
９
）

金
　
　

ハ

ル　
さ
ん
（
91
歳
）
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